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　日本臨床検査医学会では，“基準
範囲”という用語について，その妥
当性の見直しをしているところで
す．そして，変更することになった

場合の代替案の検討も行っています．周知のごとく，
この用語と“臨床判断値”との違いが一般の方々や臨床
検査関係以外の医療者にほとんど理解されていないこ
とから，小さからぬ混乱を生じました．かように用語
には大きな影響力があり，その策定には慎重さが求め
られます．多くの学術用語が外来のものであることか
ら，適切な翻訳も重要となります．もっとも，最近は
無理な和訳を付けるよりも，原語表記・カタカタ表記
の傾向にはあるようです．
　もちろん，本質的なことは用語の表面的な顔ではな
く，その意味するところであることは言うまでもあり
ません．今月号の特集は，がんゲノム医療にまつわる
さまざまな専門用語の本質をわかりやすく解説し，一
見取っ付きにくく難解にみえるこの領域に親しみを
もってもらうことを目的の 1つとしています．それぞ
れエキスパートの方が丁寧にまとめていますので，学
習効果は大きいものと期待しています．
　ところで，医療は最終的には個に帰するべきもので
すが，これを延長線に捉え，まずは一般化・普遍化し

た概念を確立すべく医学研究が展開されます．いわゆ
る EBMが目指すところです．ただし，“一般的に，
この治療の奏効率は○○％，副作用発現率は▲▲％で
す”と説明されても，おおざっぱ過ぎるため，“この遺
伝子多型をもつ人は……”などと，層別化・個別化し
た EBMに向かっていくのがいわゆるゲノム医療で，
ここ数年の分析技術の急速な進歩が個別化医療の発展
に拍車を掛けてきました．個別化医療の考え方は，特
に悪性腫瘍を扱っている人たちには古くからあったア
イデアです．当時のある先輩は，がん患者のリンパ球
（抗がん抗体を産生しているとの想定）から患者に限定
したモノクローナル抗体を作製するという研究を行っ
ていました．その研究とは違う形ですが，実際に個別
化医療の成就を目の当たりにすると，ようやくここま
できたか，という感があります．
　冒頭で基準範囲を取り上げましたが，基準範囲は集
団の分布幅に過ぎず，個別化とは違う概念です．将来
的には，AI なども駆使され，個人の基準範囲なる概
念も導入されるかもしれません．ただし，集団の基準
範囲はEBMに基づいた実践医療には必須のものです．
用語も重要ですが，しっかりとした基準範囲が設定さ
れ，その意味を啓発することがより重要と考えます．
� （山田俊幸）
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